






























を測定 した｡ 雄については､精液量､スパマ トクリット値 (精子/精液 :sc)､尿量､
およびDHPの血中濃度を測定 した｡
雌を産卵環境区-雄 と共に移行 した場合､そのほとんどが卵成熟および排卵 し､産
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原田和幸 ･木村 弘 ･原 研治 ･玉置昭夫 (長崎大学大学院生産科学研究科)
トリコミケ-テス綱の菌類Entenomycescalianassae(以下,菌)は,スナガニ科のカ
ニ類やアナジヤコ下目のエビ類の消化管,とくに胃壁上にのみ生育 している.従来,








砂のなかか ら菌 (+)胃液によって生成 されるオリゴペプチ ド (enzymatically
hydrolyzableaminoacids:EHAA)量は,市販のプロテイナーゼ-K (0.1mg/ml)による
よりもやや少なく,菌 (-)によるよりも有意に多かった.菌 (+) (-)の胃液
両方において,プロテイナーゼ,ペプチダーゼ,アミラーゼ,セルラーゼ,〟-1,
3-グルカナーゼの強い活性が検出され,マルターゼ ･セロビア-ゼの弱い活性が検
出された.検査 した市販の基質のうち16種のヂペプチ ド混合液のケースにおいてのみ,
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